































































































答であった。対象者は A 幼稚園に通う 3歳から 6歳の
































































































その結果を Table 3に示している。Table 3からわかる
ように，「受容」のみに有意な正の弱い相関がみられた
（r＝0.27, p＜.01）。このことから，向社会的行動を頻繁
に行う母親はより受容的な養育態度であることがわかっ
た。
母親の養育態度と子どもの向社会的行動
母親の養育態度の各 10因子と子どもの男女別の向社
会的行動合計得点との相関分析を行なった。その結果を
Table 4に示している。女児では「受容」と「子ども中
心主義」と「接触回避」に相関がみられ，男児では「一
貫性のないしつけ」に有意な相関がみられた。
考 察
母親の受容的な養育態度が子どもの向社会的行動を高
めるという仮説 1，母親の向社会的行動が高いほど，子
Table 1 母親の向社会的行動と子どもの向社会的行
動の相関
男児 女児
母親の向社会性 0.37** 0.15
**p＜.01
Table 2 養育態度尺度各因子の記述統計
平均値 標準偏差
受容
子ども中心主義
子どもの私有化
拒否
統制
敵意の含まれた統制
一貫性のないしつけ
ルーズなしつけ
接触回避
放任
21.27
20.42
14.76
12.16
11.75
12.66
12.97
10.47
21.15
11.40
1.90
2.34
3.34
2.01
2.43
2.56
2.88
2.44
2.52
2.65
**p＜.01
Table 3 養育態度各因子と母親の向社会的行動の相
関
母親の向社会性
受容
子ども中心主義
子どもの私有化
拒否
統制
敵意の含まれた統制
一貫性のないしつけ
ルーズなしつけ
接触回避
放任
0.27**
0.16
0.05
−0.15
0.03
−0.06
0.00
−0.07
0.17
0.17
**p＜.01
Table 4 母親の養育態度各因子と子どもの向社会的
行動の相関
男児 女児
受容
子ども中心主義
子どもの私有化
拒否
統制
敵意の含まれた統制
一貫性のないしつけ
ルーズなしつけ
接触回避
放任
0.24
0.25
0.12
−0.16
−0.15
−0.17
−0.56**
−0.06
0.16
0.09
0.48**
0.32*
0.29
0.03
−0.05
0.04
−0.06
−0.06
0.42**
0.13
*p＜.05 **p＜.01
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どもの向社会的行動も高くなるという仮説 2を検討する
ことを目的として本研究を行なった。初めに，子どもの
向社会的行動に性差があるのか調べるため t 検定を行
なった。その結果，男女差が認められ，男児より女児の
ほうが向社会的行動は高くなっていた。中台・金山
（2002）によると，自己抑制において女児のほうが有意
に高いことが明らかになっており，森下（2003）の研究
においても男児よりも女児のほうが自己抑制が高いこと
を明らかにしている。更に，戸田・高野（2004）の研究
においても男児よりも女児のほうが自己抑制が高いこと
を明らかにしている。自己抑制能力が高いということは
自分よりも相手のことを考え行動できるということも含
まれており，向社会的行動と関連していると考えられ
る。これら幼児の自己抑制の性差に関する先行研究結果
を考慮に入れると，向社会的行動において男児よりも女
児のほうが高いことは理解できる。
母親の向社会的行動と子どもの向社会的行動の関連を
調べるために，相関分析を行った結果，男児のみに弱い
正の相関がみられた。このことから，養育者の向社会的
行動が高ければ高いほど子どもの向社会的行動も高くな
るという仮説 2は男児にのみ支持された。性の同一化と
いう視点から，女児の方が強い相関を示すと予測した
が，予想外の結果であった。森下（2006）の研究による
と，母親と男児，父親と女児の間の向社会性に強い正の
相関がみられており，本研究の結果と一致する。また，
幼少期においては，母親は息子を娘より可愛がる傾向に
あることも報告されており（例えば，猪野・高橋・寺津
・星野，2000），このような繋がりから男児における母
親のモデリングが強いのかもしれない。しかし，今回は
母親のみの回答しか得られておらず，今後，父親からも
データを収集し，女児と父親の相関も調べてみる必要が
ある。
母親の向社会的行動と養育行動との関連を調べるた
め，母親自身の向社会的行動と養育態度の相関分析を行
った結果，養育行動の「受容」のみに弱い正の相関がみ
られたが，他の因子には相関はみられなかった。向社会
的行動を頻繁に行う母親は，他人を受け入れることがで
き，他人に優しく思いやりを持って接することができる
ため子どもに対しても受容的で優しく接することができ
ると考えられる。
母親のどのような養育態度が子どもの向社会的行動を
育てるのかを検討するため，母親の養育態度各因子と男
女別の子どもの向社会的行動の相関分析を行った。その
結果，「受容」，「子ども中心主義」，「接触回避」には，
女児にのみ弱い正の相関がみられ，男児には相関がみら
れなかった。一方，「一貫性のないしつけ」には男児に
のみ弱い負の相関がみられ，女児には相関はみられなか
った。このことから，母親の受容的な養育態度が子ども
の向社会的行動に良い影響を与えているという仮説 1は
女児のみに支持された。本研究で母親の向社会的行動と
男児の向社会的行動の関連が明らかにされたことも含め
て考えると，男児と女児の向社会的行動の発達に母親は
異なったメカニズムで影響を与えていると思われる。男
児は社会学習理論が示すように母親の行動から向社会的
行動を学んでいる。その為，母親の「一貫性のないしつ
け」は混乱をもたらし，負の相関がでたのだと考えられ
る。一方，女児の場合，「受容的な養育態度」や「子ど
も中心主義」「接触回避」などと関連が見られ，母親と
の関係性から向社会行動を育んでいると考えられる。
本研究では，幼児の向社会的行動の発達においてモデ
リングは男児に有効であり女児には受容的，子ども中心
的な養育態度が有効であることが明らかにされ，男児と
女児の向社会的行動の発達は母親の影響という点におい
て異なったメカニズムであることが示唆された。しか
し，今回の研究には限界もある。それは，母親の養育態
度を測定した尺度の各因子の α 係数が低く，信頼性に
欠ける点である。特に，本研究で注目した「受容」の信
頼性が低いため，別の尺度で追試する必要があるだろ
う。また，全ての回答が母親によることも問題であるだ
ろう。幼児研究においては，本研究のように母親からの
回答のみを分析対象とするものが多いが，それは，あく
までも母親の視点からのみによるものであることを忘れ
てはならない。今後の研究においては，子どもの向社会
的行動については母親以外にも幼稚園の担任の先生や祖
父母など，子どもをよく知る人に回答を求め，より客観
的な向社会的行動も測定する必要があるだろう。また，
母親のみならず父親との関連も調査する必要があるだろ
う。
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